様式第１号（第６条関係）
年　　月　　日
　高岡市長　あて
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
高岡市木造住宅耐震改修支援事業費補助金交付申請書
　高岡市木造住宅耐震改修支援事業費補助金の交付を受けたいので、高岡市木造住宅耐震改修支援事業費補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申請します。
	１
	交付申請額
	金　　　　　　　　　　　　　　円

	
	
	

	２
	利子補給制度の利用
（リ・バース60）
	　・利用する　　　　・利用しない

	
	
	


	３
	添付書類
	

	
	（１）
	事業計画書（様式第２号）

	
	（２）
	収支予算書（様式第３号）

	
	（３）
	耐震改修工事前後の一般診断法表等

	
	（４）
	耐震改修工事前後の図面（付近見取り図、平面図及び立面図）

	
	（５）
	耐震診断を行った建築士の資格者証の写し

	
	（６）
	耐震改修工事費等見積書

	
	（７）
	建物の過半が昭和56年５月31日以前に着工したことが確認できる書面の写し

	
	（８）
	市税の納税証明書

	
	（９）
	第二段階耐震改修の申請者は、第一段階耐震改修の補助金確定通知書の写し

	
	（10）
	利子補給制度を利用する場合は、「発行申請書」（様式第13号）

	
	（11）
	耐震シェルターの設置においては、国、地方公共団体、公的試験機関などにより
一定の評価を受けたことがわかる書類

	
	（12）
	前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類


様式第２号（第６条関係）
高岡市木造住宅耐震改修支援事業
事業計画書
	住宅
	所在地
	高岡市
	

	
	建築年月
	□明治　□大正　□昭和　　　　年　　月

	
	建て方
	□一戸建て

	
	階数
	□１階建て　　□２階建て

	
	工法
	□在来軸組工法

	
	延べ面積
	　　　　　　　　　　　　　　
	平方メートル

	診断者
	氏名
	

	
	資格
	□一級建築士　□二級建築士　□木造建築士

	
	登録番号
	

	改修工事前の耐震診断方法
	□一般診断法　□精密診断法　□その他

	改修工事後の耐震診断方法
	□一般診断法　□精密診断法　□その他

	改修方法
	□全体耐震改修　　　（全階を総合判定1.0以上）
□部分耐震改修　　　（２階建ての１階の上部構造評点1.0以上）
□部分耐震改修　　　（主たる居室のみ部分判定1.5以上）
□段階的耐震改修　　（全階を総合判定0.7以上）　
□段階的耐震改修　　（第二段階⇒全階を総合判定1.0以上）
□耐震シェルターの設置

	改修工事前後のIw値
※１
	改修前　Iw値
	
	改修後　Iw値
	―

	第一段階耐震改修交付金額
※２
	交付額　　　　　　　　　　　円

	工事期間（予定）
	着工日
（契約日）
	　　　年　　月　　日
	完成日
	　　　年　　月　　日


※１　部分耐震改修の場合は、２階建ての１階の上部構造評点または主たる居室の部分判定値を記入
※２　第二段階耐震改修による申請の場合のみ記入
様式第３号（第６条関係）
高岡市木造住宅耐震改修支援事業
収支予算書
歳入予算
	区　分
	金　　額

	補助金
	

	借入金
	

	その他
	

	計
	


歳出予算
	区　分
	金　　額

	耐震シェルター設置費
	

	
	

	
	

	計
	


